
【グループ内組織再編の事例】 

 
【概要】 

・上場企業のグループ会社の統合につきサポートの依頼。 

・過去の企業買収により同業の会社が複数存在するため、これを整理統合することにより経営効

率化を図ることが目的。 

 

【平成会計社のサポート】 

１． スキーム検討 

企業グループ内において、同種同業の法人を統合し、間接コストの削減、事業の効率化を検討。

対象となる法人のうち青色欠損を有する会社があり、欠損金の有効利用も検討。  目的、手続

面、コスト等を総合的に勘案し、合併によるスキームを検討。 

 

２． タックスプランニング 

欠損金の利用制限及び特定資産の譲渡等損失に係る損金不算入の規定に抵触しないかを確

認。 

 

３． 合併比率の算定 

少数株主がいたため、合併比率の算定が必要となり、対象会社のそれぞれのﾊﾞﾘｭｴｰｼｮﾝを行い、

合併比率を算定。全部取得条項付株式の発行による完全子会社化後の合併も検討したが、ビジ

ネス上の理由から少数株主の排除は難しく、現状のまま合併することを決定。 
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・青色欠損金の利用可否について検討
・少数株主がいるため、合併比率の算定が必要  

４． 実行フェーズサポート 

合併に係る財産目録を作成。消滅会社に係る解散確定申告の作成。存続会社の合併受け入れ

の会計処理及び税務処理をサポート。 


